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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、宇宙活動の社会的インパクトおよび社会的課題を特定することで、
宇宙活動に関する公共の議論の基礎を構築することにある。このために、有人月探査、宇宙ゴミ、デュアルユー
ス宇宙技術、宇宙資源開発、民間宇宙旅行、といった話題に関して現状と課題を特定した。また、「対論型サイ
エンスカフェ」という宇宙科学技術コミュニケーションのモデルの提案と実践を行った。主な成果として、2021
年度には、宇宙科学技術社会論フォーラム「宇宙開発をみんなで議論するために」を開催し、また2022年度には
書籍『宇宙開発をみんなで議論しよう』を出版した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to build a foundation for public discussion of 
space activities by identifying their social impacts and social issues. To this end, the current 
status and issues were identified with respect to topics such as human lunar exploration, space 
debris, dual-use space technology, space resource development, and private space travel. We also 
proposed and implemented a model for space science and technology communication called the “
Tairon-based Science Cafe.” As major achievements, we held an online academic forum in FY2021, and 
published a book on science and technology studies of space activities in FY2022.

研究分野： 哲学・倫理学

キーワード： 宇宙の人文社会科学　科学技術社会論　科学コミュニケーション　持続可能性　デュアルユース　宇宙
ビジネス　宇宙探査　宇宙資源

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、民間宇宙活動の拡大など、宇宙活動は急速に発展している。しかし、宇宙活動は生活から縁遠いというイ
メージを持たれることが多く、それに関する公共の議論は行われていない。本研究の社会的意義は、宇宙活動を
巡る議論に市民が参加する方法と、その土台となる知識を整備した点にある。また、本研究の学術的意義は、第
一に、科学技術と社会の関係を考察する「科学技術社会論」の分野で、宇宙活動に関する初の体系的な研究を実
施し、その基礎を確立した点、第二に、「対論型サイエンスカフェ」という、宇宙活動以外の分野にも適用可能
な科学技術コミュニケーションの手法を開発した点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、宇宙科学・探査の進展、宇宙インフラの普及、ビジネスや安全保障の面での宇宙利用の

拡大、などの面で、宇宙活動は大きく発展している。しかし、宇宙活動は生活から縁遠いという
イメージをもたれることが多く、そのあり方に関する公共の議論は行われていない。このため、
市民が明確な将来像をもたないままに発展させられた宇宙科学技術が、社会に負の影響をもた
らしてしまう懸念がある。また、科学技術社会論の分野でも、宇宙活動を対象とした研究は体系
的に展開されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 
社会にとって望ましい宇宙活動のあり方について市民が議論していくための手法の開発と、

その基礎となる知識の整備を目指す。このために、有人月探査、宇宙ゴミ、デュアルユース宇宙
技術の研究開発、宇宙資源開発、民間宇宙旅行、といった話題を中心に、宇宙活動がもたらす社
会的インパクトを文化的側面および物質的側面から解明し、またその進展に伴って生じる社会
的課題を特定する。 
 
３．研究の方法 
 
 宇宙科学と人文社会科学を中心とする多様な専門性をもったメンバーが、以下４つの班に分
かれて研究を推進した。 
① 「宇宙文化」班：宇宙活動の発展がもたらしうる文化的インパクトを特定する 
② 「宇宙と持続可能性」班：宇宙活動の発展がもたらしうる物質的インパクトを特定する 
③ 「宇宙科学技術コミュニケーション」班：宇宙活動に関する科学技術コミュニケーションの

モデルを提案・実践する 
④ 「宇宙活動に関する社会的意思決定」班：宇宙活動に関する社会的意思決定のモデルを提

案・実践する 
 このために、専門家（宇宙政策や宇宙開発史の研究者、JAXA の広報担当者、宇宙ジャーナリ
スト、等）をゲスト講師として招いた講演会や、市民を対象としたサイエンスカフェを開催した。
この過程で、宇宙活動に関する科学技術コミュニケーションの手法として「対論型サイエンスカ
フェ」を、またそのためのスキルとして「協力的クリティカルシンキング」を開発・実践した。
対論型サイエンスカフェとは、ある問いに対して、2人の専門家が正反対の立場から意見を述べ、
それをもとに参加者が議論する、という形式のサイエンスカフェであり、参加者が普段考えない
ような問いについて、活発に意見を交わし、自身の意見を形成することを狙いとする。研究期間
中に、有人月探査、宇宙ゴミ、デュアルユース宇宙技術の研究開発、宇宙資源開発、民間宇宙旅
行、地球外知性探査、といった話題に関して対論型サイエンスカフェを実施し、その効果を検証
した。 
 
４．研究成果 
 
 メンバーの各分野での研究発表（著書、論文、学会発表）に加えて、研究プロジェクト全体の
成果として、2021 年度には宇宙科学技術社会論フォーラム「宇宙開発をみんなで議論するため
に」（オンライン）を開催し、2022 年度には呉羽真・伊勢田哲治編『宇宙開発をみんなで議論し
よう』（名古屋大学出版会, 2022 年）を出版した。同書は、宇宙活動について市民が議論するた
めの手引きとなることを意図しており、宇宙活動への市民参加の必要性や、その歴史と展望、そ
の文化的および物質的な意義、宇宙活動を巡る科学技術コミュニケーションの手法やそのため
のスキルを論じている。この点で、科学技術社会論分野で宇宙活動を体系的に論じた過去に例の
ない書籍と見なせる。また同書には、宇宙活動に関する諸テーマを取り上げて実施した対論型サ
イエンスカフェの記録を収録しているが、この科学技術コミュニケーション手法は、天文学分野
の普及団体の活動にも取り入れられ、さらには宇宙活動以外の分野にも適用可能なものとなっ
ている。 
 科学技術社会論分野において宇宙活動を対象とした初の体系的研究として、同分野の新しい
問題系を開拓することにも貢献した。特に、宇宙活動はしばしば「夢」という言葉とともに語ら
れるが、こうした語り方には宇宙活動のベネフィットが明確でないという事情が反映されてい
ると考えられる。このため、今後の展望として、宇宙活動広報に関して、夢を語ることの倫理的
正当性が問われなければならない、という見通しが得られた。 
研究期間中にスペース X 社やブルーオリジン社が宇宙旅行を成功させ、また衛星コンステレ

ーション計画のような大規模な宇宙事業が展開されるなど、民間宇宙活動が飛躍的に発展した。
また、アルテミス計画という大規模な国際有人宇宙探査計画も始動した。さらに、米国の「宇宙



軍」創設や日本の「宇宙作戦隊（群）」創設に見られるように、軍事・安全保障を目的とした宇
宙活動も拡大した。宇宙活動を巡るこうした激動の中で、幅広い層の人々がそのあり方に関する
議論に参加していくことが求められており、上掲書を中心とした本研究の成果が今後の学術的
および社会的議論の基礎として（当初想定した以上に）重要になると考えられる。 
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無
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 ２．論文標題  ５．発行年
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2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第65回宇宙科学技術連合講演会

第65回宇宙科学技術連合講演会

第65回宇宙科学技術連合講演会

2021年科学技術社会論学会第20回年次報告大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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寺薗淳也, 齋藤潤

杉谷和哉

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年
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 ４．発表年

EBPM（エビデンスに基づく政策形成）に対する「STSアプローチ」についての試論的考察：ホルガー・ストラスハイムの立論を参考に

宇宙活動の規範とルールの形成アプローチの考察　－軌道上サービスに共通に適用するルールの含意－

宇宙資源開発の振興において米国の政情変化とパンデミック等がもたらす影響に関する考察

宇宙資源開発の最新動向　～有人宇宙探査と宇宙資源～



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本アーレント研究会春の定例会 シンポジウム「アーレントと宇宙科学」（招待講演）

日本アーレント研究会春の定例会 シンポジウム「アーレントと宇宙科学」（招待講演）
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

玉澤春史

磯部洋明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

現代で『アーレントと宇宙科学』を考えるための宇宙開発概観

21 世紀の宇宙科学と宇宙開発はアーレントから何かを学べるか
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Governance
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